
ワイズメンズクラブの目的
1.個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭＣＡの活動を支援する
2. ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する
3. 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する
4. 宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員達を啓発し、積極的に参加させる
5. 健全な交友関係を作り出す
6. この協会の国際・地域・区の事業を支援する。

強調月間：UNP、RBM
日時：4月13日（水）
　　　19：00～20：30
会場：ZOOM開催
司会：宮内
〈プログラム〉
＊開会挨拶、点鐘、ワイズソング
＊ゲスト、ビジター、メンバー紹介
＊卓話：佐藤重良 次期東日本区理事
「未来のために　いますぐ行動しよう」
＊連絡、報告、にこにこ
＊閉会挨拶、点鐘：渡辺会長

＊４月ハッピーバースデー 小林さん (4/15)

３月例会報告　　　　

　　　　　　

　　東京武蔵野多摩ワイズメンズクラブ
東京ＹＭＣＡ西東京コミュニティーセンター内　〒186-0002東京都国立市東1-4-20-102

TEL 042-577-6181 FAX 042-577-5574

【 2021～2022主題 】
国際会長                 キム・サンチェ  「Y’s Men with the World」
アジア太平洋地域会長  大野　勉　      　「Make a difference beyond the 100th」
東日本区理事　　　  大久保　知宏　  「私たちは次の世代のために何ができるか？」
あずさ部長　　　　  長谷川　あや子  「道を拓く～愛と協力によって」
東京武蔵野多摩会長  渡辺　大輔　　  「原点に立ち返って何ができるか考えよう」

【クラブ役員】
会　長　　渡辺　大輔
副会長　　小林　文彦　
書　記　　山口　直樹
会　計　　宮内　友弥

　２０２２年４月４日発行　２０２２年４月号（通算２５９号）　

2022年

４月の聖句

ＩＢＣ　Tsim Sha Tsui Y‘s Men’s Club（香港）、Seoul Han Yang Club（韓国）
ＤＢＣ　神戸学園都市ワイズメンズクラブ　

４月例会の予定
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在籍者 １０名

出席者 ８名

メーキャップ ０名

出席率 ８０％

ゲスト（リーダー） ３名

ビジター １名

メネット・コメット ０名

にこにこ ０円

人びとはイエスを木にかけて殺してしまいましたが、神はこのイエスを三日目に復活させ、
人々の前に現してくださいました。　　　　　　　　　　使徒言行録 第10章39～40節　

ワイズメンズクラブモットー　強い義務感をもとう　義務は全ての権利に伴う

ワイズの信条
1.自分を愛するように隣人を愛そう
1.青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう
1.世界的視野をもって国際親善を図ろう
1.義務を果たしてこそ権利が生ずる事を悟ろう
1.会合には出席第一、社会には奉仕第一を旨としよう

ワイズメンズクラブの目的
1.個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭＣＡの活動を支援する
2. ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する
3. 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する
4. 宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員達を啓発し、積極的に参加させる
5. 健全な交友関係を作り出す
6. この協会の国際・地域・区の事業を支援する。

「春うらら」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出沼 一弥　　　　

　武蔵野多摩ワイズメンズクラブの担当主事になって7回目の
桜の季節になりました。
　初めてお会いした「くにたちさくらフェスティバル」で、
とても緊張しながらご挨拶をしましたが、みなさんはバザー
の開店準備で忙しくそれどころではありませんでした。開場
の時間となり、多くの人がバザーやYMCAブースに訪れ、あっ
という間に時間が過ぎていきました。
　お腹が空いた頃、ワイズのみなさんからその場にいるス
タッフやリーダーの人数以上の差し入れをたくさんいただき
ました。
　その中に谷保天満宮でも期間限定で売っている「炭焼き つ
ぼやきいも」がありました。チョコレートが大好きで甘党な
僕ですがさつまいもの甘さや菓子は得意ではありません。
せっかくのいただきものなので、恐る恐る食べてみると、余
りの美味しさにビックリしました。焼き芋は固かったり水分
が少なくボソボソしていたりするものと思っていましたが、
このつぼやきいもは、入っている袋が蜜でドロドロになるほ
ど、蜜がとろーりと溢れ出て、生クリームが入っているス
イートポテトなのかと思うほどなめらかで濃厚なおいしさで
した。新しい出会い、新しい味。大袈裟ですが、新しい人生
が始まる気がしたのです。
　あれから時間は経ち、コロナ禍3回目の桜もまたキレイに咲
いています。桜が舞うとワイズのみなさんとつぼやきいもと
の出会いを思い出すのでした。
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３月例会の様子
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＜３月例会記録＞
２０２２年３月９日（水）　1９：００～２０：３０

会場：東京YMCA西東京センターおよびZOOM（ハイブリット開催）
出席者：オンライン参加；伊佐、板村、小林、宮内、会場参加；渡辺、中村、出沼、山口

ビジター：オンライン参加；久保田さん(八王子)
スピーカー：会場参加；白川雅洋(とらす)、山浦乃綾(テッド)、辻井友葉(タートル)

　3月例会は、「リーダーが語るYMCA」。今年卒業する3名のリーダーから話を聞いた。
　3人ともこの春から社会人になるとのこと。とらすとテッドは東京YMCAに就職、タートルは児童館へ就職。今の活動
は、PIT(ピット)国立のリーダー(指導員)をしているとのこと。今日もPITの活動後に参加してくれた。3人それぞれから、
リーダーになったきっかけ、リーダーをしていて学んだことや感じてきたこと、社会人になってからの抱負などを聞いた。
　子どもたちとの関わりを通して、感じていることや考えていることをわかることの大切さ、リーダーたちとのかかわり
の中でコミュニケーションの取り方などを学んできた。特に、自分の考えを持つことの重要さ、又違う意見の人の考えも
しっかり聞くことを学んだ。それらを通して相手のことを考えることができるようになり、寄り添うことができるように
なった。大切なことは、人の想いを受け入れることであり、できるようになってきた。今後、社会人になることに不安は
あるがリーダーとしての経験を生かしていきたいとのこと。リーダーとして多くの素晴らしい出会いがあったことが共通
に述べられていた。
　また、どんな社会にしたいかとの問いには、「優しい社会」「きれいな空」「アットホームな空間」との答え。3人の
心を感じた。学校やバイトなどの仲間は、ノリや表面的な楽しさを求めており、リーダーをしていて感じた深い話は伝え
られられない様子も語ってくれた。そのことはいまの若い人たちの置かれている状況を改めて考えさせられ、ユース事業
の大切さを改めて感じたところでもあった。
　コロナ下で苦労し、むなしさや大変なことも経験したこの2年間の様子も伝わってきた。いろいろな言葉の中で性の多
様性や、SDGsへの関心も語られた時間であった。最後にワイズのメンバーから3人への励ましの言葉とともに記念品や
ワイズの案内なども渡した。今後の活躍を願う。
　事務連絡として、4月例会のスピーカーとして佐藤次期理事(甲府21)の承諾が得られたこと、長谷川あずさ部長の公式
訪問となることも報告された。ハイブリットであったが、久しぶりに西Yで例会が開けたことはうれしい限りである。

（山口　直樹）



今月および今後の行事予定

　
　４月１３日（水）19:00-20:30　４月例会（部長公式訪問、西東京センターおよびZOOM、ハイブリット開催）
　４月１６日（土）20:00-22:00　ナイトフォーラム（江夏さん卓話）、ZOOM開催
   ４月２０日（水）19:00-21:00　三多摩合同例会、ZOOM開催
　４月２７日（水）19:00-20:30　第2例会、ZOOM開催
　５月１４日（土）あずさ部評議会（長野）
　５月１９日（木）神戸学園都市クラブとの合同例会（西東京センターおよびZOOM、ハイブリット開催）
　５月２５日（水）19:00-20:30　第2例会、ZOOM開催

　　　

＜東京ＹＭＣＡ便り＞

▼ウクライナ支援
 全国のＹＭＣＡで4月30日を期限に「ウクライナ緊急支援募金」を開始。日本ＹＭＣＡ同盟を通して世界ＹＭＣＡ同盟に送られ、
ウクライナＹＭＣＡが行う避難民への宿泊場所や食料品等の提供と子どもたちのケア、近隣諸国のＹＭＣＡが協力して行う国外
避難民への緊急生活支援のために用いられます。東京ＹＭＣＡとウクライナＹＭＣＡは、20年にわたり子どもたちによるクリス
マスメッセージ交換等の交流を続けています。

▼3月13日「第23回libyチャリティーコンサート」報告
 山手センターを会場に、オンラインでもライブ配信され、合わせて65人が参加。越智光輝さんとゆかいな仲間たち、三菱商事
コーラス同好会（映像出演）に出演いただいた。益金165,227円は全額libyの活動を支援するために用いられます。

▼今後の予定
4月14日　第31回チャリティーゴルフ大会」会場：ＰＧＭ総成ゴルフクラブ
5月21日　第19回会員大会（開催方法未定）

（出沼一弥）
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クラブファンド（メルカリ）


